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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は、口分田、園宅地両者を通 じ、律令班田農民が有する土地所背法上の権利につき、

独自の見解を開陳したものである。律令制下における農民の土地所有を如何に理解するかは、

わが律令国家の構造と特質を解明するうえにおいて避けることのできない基本問題であり、

古 くか ら数多 くの学者がこの問題に精力的に取組んできた。論者は、従来の諸学説を十分踏

まえたうえで、口分田については、中田薫氏の私田一 「主」概念から導かれた私的所有権

説、園宅地にっいては、石母田正氏の唐令との比較から導かれた私有財産説の二つの代表説

に焦点をあて、これ ら両説とも十分な根拠を有 しないことを論証 し、律令制社会最盛期まで

は、農民の土地所有上の権利は極めて脆弱で、彼等が私的な権利を有 していたとは断ぜ られ

ないと結論づける。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文は、律令研究に画期的な貢献をする業績であり、法学博士の称号を授与するに値す

るものと認める。
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